








　昭和 30 年頃より始まったわが国の低出生体重児(以下 LBW と略す)医療は小

児医療に新しい分野を開き,LBW の救命に役立ってきた。当初は感染症予防の

ために LBW のみを隔離し,また,エネルギーの消費をできるだけ少なくすること

に主眼が置かれていた。成熟新生児の疾患については特別の体制は考えられて

いなかった。


